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音楽演奏・聴取における
表現的タイミング
：信号検出理論・重回帰分析を用いた2研究
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音楽心理学

音楽の知覚・認知に関わる心理学
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音楽演奏・聴取に関わる心理学
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より最近のトピック（感情・社会）

Music and Emotion: Theory and 
Research

Edited by Patrik Juslin, and John Sloboda
Series in Affective Science Search
2001

The Social Psychology of Music
Edited by David J. Hargreaves and

Adrian C. North
Oxford Univ Pr (Sd) 
1997
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中島 祥好（九州大学芸術工学部）

（ＨＰ「音楽心理学」より）

・・・私もこの分野に関わっており、論文や参考書の執
筆までしていますが、自分が専門家であると言う意識
はあまりありません。知覚心理学の研究を商売とし、音
楽を趣味としているため、必然的に音楽心理学と言う
分野に関わることが多くなるだけなのです。忙しい研究
生活の中で、音楽心理学は、心をくつろがせるオアシス
のようなものです。これで商売になれば、こんなにうま
い話はないはずなのですが、どちらかと言うと、このオ
アシスで時間を潰しすぎると本業がおろそかになります
から、うまい話もほどほどにと言うところでしょうか。・・・
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表現的タイミング
～楽譜からの系統的逸脱～

C.E. Seashore and Metfessel: 
“the unlimited resources for vocal and 
instrumental art lie in artistic deviation
from the pure, the exact, the perfect, 
therigid, the even, and the precise”-
quoted in H.G. Seashore, 1937）
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ミクロレベルの表現的逸脱

知覚的特性が
関連
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より大きな
レベルの
系統的逸脱

演奏音の分析から得られるタイ
ミングプロファイル→
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より大きなレベルの系統的逸脱
の関連要因

演奏における解釈的要因(Todd, 1985; Shaffer & Todd, 
1994)

音楽の区切り（境界）でテンポが落ちる、段階
的にテンポが落ちる。

→音楽の階層構造を表現

談話における談話構造とポーズの関係と一致。

談話では、より深い階層構造の境界箇所でポーズ

が長い。

聴取上のバイアス？(Repp, 1998)
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聴取上のバイアス？

Repp(1998)
逸脱検出能力は，階層的境界の深さと負
の相関がある。

信号検出理論を用いた検討
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刺激

Chopin 別れの曲冒頭
MIDI（ピアノ音）で作成

↓Rhythmic groups
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刺激

IOI（隣り合う音のオンセット間間隔）は ５００
ミリ秒

一連のIOIのうち１つだけ、+42,+31, +21, -42, 
-31, -21 
＝ターゲット

聴取者は、ターゲット音にあたる音符を，手元の
楽譜上にチェックした．
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結果

演奏されたIOI

数人の演奏の平均

Typical Timing 
Profile(TTP)

延長Detection 
Accuracy 
Profile(DAP）はTTPと
負の相関(r=-.82, 
p<.001)

短縮DAPはTTPと正
の相関(r=.70, 
p<.001)
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結果

Typical Timing 
Profile(TTP)

Sensitivity： 2つの
DAPの平均

Bias： 2つのDAPの差
TTPと正の相関
(r=.85, p<.001)
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考察

音楽の知覚と産出の関連を示す証拠

音楽経験によって異なるといえない

音楽構造の境界との関連
聴取者の期待

TTP（演奏音の分析から得られるタイミング
プロファイル）はmusical motion（音楽的構
造、リズム・旋律・和声進行の関数）を反映
している
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テンポが表現的タイミングに
及ぼす影響

検討方法

演奏音の分析からの検討

聴取・評定実験による検討

演奏かつ聴取の両側面からの検討

系列判断法を用いて

テンポが表現的タイミングに及ぼす影響

小森・長岡・中村（2002）
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刺激

先行刺激 被験者が各音の長さを調整する
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条件

先行刺激のテンポ4種類
BPM＝64, 80, 96, 112
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手続き：系列判断法
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平均的タイミングプロファイル
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重回帰分析：ステップワイズ法

F４～F6：

交互作用項
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テンポ相対タイミングプロファイル
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考察

最適なIOIの規定因２つ
音楽の構造的要因：音符の位置（F2, F3）
テンポ：先行刺激のテンポ（F1)
本刺激では，テンポが変わっても相対的な
表現的タイミングは保持される。

↑一部の先行研究と一致しない。

より長いスパン、より多様なテンポ変化で野
検討の必要性。
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